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表紙　柏原中学校生徒会のみなさん　中甚兵衛銅像前にて

▲

かしわらの HERO 特別編

ゴジラをつくった男
“ええもん”探しに出かけよう

柏原の地産地消イベント
「とくとくトラック市」

今年度スタート！塾講師の受験対策講習

教育のイマドキ！



日
本
版
映
画
『
ゴ
ジ
ラ
』
昭
和
シ
リ
ー
ズ
・
平
成
シ
リ
ー
ズ
各
作
品
の
、

冒
頭
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
出
て
く
る
名
前
が
あ
る
。

「
製
作　
田
中
友
幸
」。

そ
の
人
物
こ
そ
『
ゴ
ジ
ラ
』
の
生
み
の
親
で
あ
り
、

柏
原
市
出
身
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

東
宝
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
２
２
３
本
の
タ
イ
ト
ル
に
関
わ
り
、

生
涯
を
映
画
製
作
に
注
い
だ
田
中
さ
ん
を
知
る
人
は
、今
で
は
市
内
で
も
少
な
く
な
っ
た
。

一
方
で
『
ゴ
ジ
ラ
』
は
、
昭
和
29
年
の
封
切
り
か
ら
60
年
以
上
経
つ
今
も
な
お

米
国
で
リ
メ
イ
ク
版
が
公
開
さ
れ
る
な
ど
国
内
外
で
絶
大
な
人
気
を
誇
る
。

偉
大
な
る
功
績
を
遺の
こ
し
た
柏
原
市
出
身
者
・
田
中
友
幸
さ
ん
の
活
躍
を
改
め
て
追
っ
た
。

特
集
1ゴ
ジ
ラ
を

つ
く
っ
た
男

　
　ゴ

ジ
ラ
の
生
み
の
親
は
、

柏
原
市
で
生
ま
れ
た

　

田
中
友
幸
さ
ん
は
、
明
治
43
年

に
堅
下

（柏
原
市
）
で
生
ま
れ
た
。

当
時
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
が
、
田
中
さ
ん
を
知
る
人
に

よ
る
と

「
小
学
校
に
お
い
て
も
、

将
来
は
突
飛
な
映
画
を
製
作
し
た

い
と
話
し
て
い
た
。
当
時
、
雲
を

も
つ
か
む
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。

　

八
尾
中
学
校

（
現
在
の
八
尾
高

等
学
校
）
を
卒
業
し
、
関
西
大
学

経
済
学
部
に
入
学
し
た
田
中
さ
ん

は
、
在
学
中
は
学
生
演
劇
に
熱
中

し
た
。
昭
和
14
年
に
は
第
二
次
世

界
大
戦
に
よ
る
教
育
招
集
で
入
隊

す
る
が
、
半
年
で
除
隊
と
な
る
。

翌
15
年
、
知
人
の
紹
介
で
大
阪
の

映
画
製
作
会
社
で
あ
る
大
宝
に
入
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特別編

写真は、日本映画テレビプロデューサー
協会（旧日本映画テレビ製作者協会）の
会長時代に所轄官庁より認可を受けて社
団法人とした功績などが称えられ、昭和
56 年に叙勲「勲三等瑞宝章」が授与さ
れたときの 1 枚。

かしわらの

HERO
田中 友幸（たなかともゆき）さん
映画プロデューサー
製作作品：『ゴジラ』『地球防衛軍』『ジャ
コ万と鉄』『用心棒』※共同制作 /菊島隆三　ほか

明治 43 年柏原市生まれ。平成 9 年没。
享年 86。昭和 15 年に大宝に入社し、
黄金期に活躍した映画プロデューサーの
1 人。東宝映画代表取締役社長・会長、
日本創造企画社長・会長などを歴任。

PROFILE

©TOHO CO., LTD.

社
し
、
希
望
通
り
映
画
業
界
へ
。

と
こ
ろ
が
同
年
、
東
宝
に
よ
る
吸

収
合
併
が
あ
り
、
京
都
撮
影
所
を

経
て
、
東
京
で
東
宝
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

映
画
界
で
の
功
績

不
朽
の
名
作
「
ゴ
ジ
ラ
」

　

昭
和
25
年
か
ら
33
年
ご
ろ
は
、

日
本
映
画
の
黄
金
時
代
と
い
わ
れ

る
。
数
多
く
の
名
作
が
誕
生
し
、

田
中
さ
ん
も
そ
の
時
代
を
支
え
た

１
人
で
あ
る
。
昭
和
19
年
の
映
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、

東
宝
で
製
作
を
手
掛
け
た
映
画
は

２
２
３
本
。
代
表
作
が

『
ゴ
ジ
ラ
』

だ
。
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田中友幸さんのもうひとつの顔

大阪万国博覧会
「三菱未来館」を
成功に導く

　

『
ゴ
ジ
ラ
』
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、

昭
和
29
年
に
日
本
を
震し

ん
か
ん撼

さ
せ
た

「第
五
福
竜
丸
事
件
」
だ
っ
た
。
米

国
が
南
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
を
実
施

し
、
日
本
の
マ
グ
ロ
漁
船

「
第
五
福

竜
丸
」
の
乗
組
員
が
被
ば
く
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
て
田
中
さ
ん

は
、
大
学
生
の
こ
ろ
に
夢
中
に
な
っ

た

『キ
ン
グ
コ
ン
グ
』
な
ど
か
ら
も

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
「
水
爆
実
験
で
南

太
平
洋
の
海
底
に
眠
っ
て
い
た
恐
竜

が
目
を
覚
ま
し
、
人
類
は
自
ら
作
っ

た
文
明
か
ら
復
讐
を
受
け
る
」
と

い
う
物
語
を
考
え
る
。
仮
の
題
名

を

『
海
底
二
万
哩り

か
ら
来
た
大
怪

獣
』
と
し
た
企
画
は
、
す
ぐ
に
承

認
さ
れ
た
。

　

当
時
東
宝
で
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

が
製
作
に
係
る
企
画
、
ス
タ
ッ
フ
の

起
用

（
台
本
作
家
を
始
め
と
す
る

ス
タ
ッ
フ
）、
キ
ャ
ス
ト
選
び
な
ど
の

権
限
を
持
っ
て
い
た
。
田
中
さ
ん
は
、

幻
想
的
な
小
説
を
得
意
と
す
る
作

家
・
香
山
滋
さ
ん
に
原
作
、
本
多

猪
四
郎
さ
ん
に
監
督
を
依
頼
。
特

殊
技
術
に
つ
い
て
は
円
谷
英
二
さ

ん
に
相
談
し
、
ま
だ
名
も
な
い
大

怪
獣
の
創
造
に
情
熱
を
注
い
だ
。

　

『
ゴ
ジ
ラ
』
と
い
う
名
は
、
「
ゴ
リ

ラ
」
と
「ク
ジ
ラ
」
に
よ
る
造
語
で
、

東
宝
に
い
た
男
性
の

「
グ
ジ
ラ
」

と
い
う
あ
だ
名
を
気
に
入
っ
て
名
付

　

田
中
さ
ん
と
い
え
ば
映
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
、
映
画
製
作
以
外
の
分
野
で
も

手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

昭
和
45
年
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

万
国
博
覧
会
で
、
東
宝
は
一
部
の

パ
ビ
リ
オ
ン
の
企
画
・
制
作
に
協
力

し
、
田
中
さ
ん
は
企
業
パ
ビ
リ
オ
ン

「三
菱
未
来
館
」
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
た
。

　

同
館
の
テ
ー
マ
は

「
日
本
の
自
然

と
日
本
人
の
夢
」。
50
年
後

の
日
本
を
、
「
ホ
リ
ミ
ラ
ー

ス
ク
リ
ー
ン
」
と
い
う
新
し

い
映
写
技
術
で
演
出
し
た
。

展
示
室
の
天
井
・
床
す
べ

て
が
鏡
で
あ
り
、
内
側
全

部
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ

る
仕
掛
け
で
、
来
場
者
は

け
た
。
ま
た
姿
・
形
で
は
、
二
足

歩
行
の
恐
竜
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

土
台
に
、
試
行
錯
誤
の
末
、
海
底

で
の
棲せ

い
そ
く息

や
、
水
爆
実
験
の
被
ば

く
を
連
想
さ
せ
る
ワ
ニ
の
肌
の
よ
う

な
造
形
を
体
の
表
面
に
加
え
た
。

当
初
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
ゲ
テ
モ
ノ
扱

い
さ
れ
た
と
い
う
が
、
生
み
の
親
の

愛
情
に
応
え
る
よ
う
に
大
ヒ
ッ
ト

を
記
録
す
る
。

　

昭
和
29
年
11
月
３
日

『
ゴ
ジ
ラ
』

封
切
り
初
日
。
ハ
チ
公
前
か
ら
渋

谷
東
宝
に
つ
な
が
る
長
い
行
列
を

見
た
田
中
さ
ん
は
、
「『
ゴ
ジ
ラ
』

を
観
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ま
だ

と
気
づ
き
、
電
撃
の
よ
う
な
感
動

の
波
が
身
体
の
中
を
駆
け
抜
け
た
」

と
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
平

成
７
年
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
全
作
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
り
、
そ
の
功
績

は
国
内
外
で
広
く
認
め
ら
れ
て
い

る
。
国
内
で
は
数
々
の
賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
、
平
成
10
年
に
公
開
さ

れ
た
米
国
版

『GO
D
Z
IL
L
A

』
で

は
、
エ
ン
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
最
後
に

「
田
中
友
幸
氏
の
思
い
出
に
捧
げ

る
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
た
。

　

「
突
飛
な
映
画
を
製
作
し
た
い
」

と
語
っ
た
幼
い
日
の
田
中
さ
ん
の
夢

は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
『ゴ
ジ
ラ
』

は
誕
生
か
ら
半
世
紀
以
上
経
つ
今

も
、
世
界
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

動
く
歩
道
に
乗
っ
て
、
嵐
の
中
や

溶
岩
が
流
れ
る
火
山
帯
な
ど
を
疑

似
体
験
で
き
た
。
自
然
が
猛
威
を

振
る
う
映
像
は
ハ
ワ
イ
島
の
キ
ラ

ウ
ェ
ア
火
山
で
実
景
を
撮
影
す
る

な
ど
、
東
宝
の
強
み
で
あ
る
特
撮

技
術
を
駆
使
し
た
企
画
に
よ
り
、

同

館

は

子

ど

も

を

含

め

１
１
５
６
万
人
を
動
員
。
人
気
ナ

ン
バ
ー
３
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
好
評

を
博
し
た
。

　

翌
年
に
は
、
同
館
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
と
展
示
設
計
に
参
画
し
た

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
日
本
創
造
企

画
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
田
中

さ
ん
は
創
業
社
長
に
就
任
す
る
。

そ
の
後
も

「
海
洋
博
」
「
ポ
ー
ト
ピ

ア
'81
」
「
つ
く
ば
万
博
」
を
手
掛
け

る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
も
広
く
活
躍
し
た
。

『神を放った男　映画製作者・田中友幸とその時代』（田中文雄著　株式会社キネマ旬報社　1993 年）
『ゴジラ・デイズ　ゴジラ映画 40 年史』（田中友幸・有川貞昌・中野昭慶・川北紘一・冠木新市著　株式会社集英社　1993 年）
『「ゴジラ」東宝特撮未発表資料アーカイヴ　プロデューサー・田中友幸とその時代』（木原浩勝・清水俊文・中村哲著　株式会社角川書店　2010 年）
『SF・特撮ビジュアルマガジン　宇宙船』（株式会社ホビージャパン　2004 年 11 月号）
『日本万国博覧会　公式ガイド』（日本万国博覧会協会著　1970 年）
『EXPO'70　おおさか・きょうと・なら・こうべ』（住友グループ　1970 年）
東宝株式会社、日本創造企画株式会社、田中 政男、前田 茂雄、川北 紘一 特技監督、大森 一樹 監督、辻井 清吾

参考資料

協力

ゴジラをつくった男

大阪万国博覧会「三菱未来館」
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昭和 17 年東京生まれ。ゴジラシリーズでは 8 作
品で特技監督を務めた。平成 3 年日本アカデミー
賞特殊技術賞など受賞。大阪芸術大学客員教授。

今回取材でお世話になりました川北紘一さんが、 平成 26 年 12 月 5 日に逝去されました。 （72 歳）

川北紘一さんのご生前のご厚情に深く感謝するとともに、 心よりご冥福をお祈り申し上げます。

川北 紘一 特技監督

ゴジラに命を
吹き込んだ特撮技術

昭和 27 年大阪市生まれ。昭和 61 年日本アカデ
ミー賞優秀脚本賞・優秀監督賞など受賞。大阪芸
術大学芸術学部映像学科長。

大森 一樹 監督

田中さん自身が
ゴジラだった

Special Message

『ゴジラ』製作現場での田中友幸さんを知る方々に取材をお願いしました。（平成 26 年 9 月）

平
成
元
年
公
開

『
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
ビ
オ
ラ
ン
テ
』
の

監
督
が
語
る

ゴ
ジ
ラ
と

田
中
友
幸
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？

地
元
の
“
え
え
も
ん
”
が

ト
ラ
ッ
ク
で
や
っ
て
来
る

　

地
産
地
消
と
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
平
成
25
年
12

月
か
ら
始
ま
っ
た
「
と
く
と
く

ト
ラ
ッ
ク
市
」の
第
４
回
目
が
、

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
。
出

店
数
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
増

え
、
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
22
店

舗
に
。
当
日
は
、
柏
原
市
で
採

れ
た
旬
の
野
菜
や
果
物
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
の
“
え

え
も
ん
”
が
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま

れ
て
柏
原
市
役
所
横
の
駐
車
場

に
集
合
。
朝
９
時
か
ら
、
目
当

て
の
も
の
を
求
め
て
多
く
の
人

が
訪
れ
た
。

　

好
評
に
つ
き
、
今
年
も
開
催

を
予
定
。
地
元
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト

に
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
を
。

地産地消とは
「地域生産・地域消費」の略語で、
地域で生産されたものをその地域
で消費すること。また促進活動を
通じて、農業者と消費者を結びつ
ける取り組みと、地域の農業・関
連産業の活性化を図ること。

　

柏
原
と
く
と
く
ト
ラ
ッ
ク
市

は
、
地
元
商
店
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
想
い
で
始
ま
っ
た

地
元
物
産
品
な
ど
の
販
売
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
、
美

味
し
い
と
定
評
の
あ
る
お
菓
子

に
お
煎
餅
、
泉
佐
野
漁
港
か
ら

の
新
鮮
な
魚
な
ど
い
ろ
い
ろ
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、

ト
ラ
ッ
ク
市
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
柏
原
の
良
さ
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

産業振興課　舩冨 督央

担
当
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

“ええもん”探しに出かけよう
柏 原 の 地 産 地 消
イベントを取材！

特集 2
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　　美味しい旬の野菜と果物があちこちに。
　JAの農産物直売所「畑のつづき」や個人農家による出店ブースには、
柏原産や大阪産（もん）の新鮮な野菜と果物が並ぶ。産地が明確なた
め安心・安全で、旬の農作物は栄養価も高い。生産者に直接、美味し
い食べ方や保存方法などを聞きながら選べるのも楽しみのひとつだ。

　
開
店
前
か
ら
大
行
列
！

市
外
か
ら
新
鮮
な
魚
も
。

　

泉
佐
野
漁
港
か
ら
生
き
た
ま

ま
魚
を
運
び
、
販
売
す
る
ブ
ー

ス
が
大
人
気
。「
前
回
来
た
時

に
良
か
っ
た
か
ら
」「
新
鮮
な

お
魚
が
手
に
入
る
の
で
楽
し

み
」
と
、
開
店
前
か
ら
50
人
を

超
え
る
行
列
が
で
き
た
。
チ
ヌ

（
ク
ロ
ダ
イ
）、
エ
ビ
、
エ
イ
、

タ
コ
な
ど
種
類
が
豊
富
で
ピ
チ

ピ
チ
と
跳
ね
る
鮮
魚
は
、
子
ど

も
も
大
人
も
見
て
楽
し
め
る
。

1
時
間
程
度
で
完
売
す
る
中
、

エ
イ
を
買
っ
た
ご
夫
婦
は

「
帰
っ
た
ら
２
人
で
料
理
し
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　旬の野菜を使うと、素材そのものが美
味しいため、薄い味付けでも美味しくい
ただけます。また、最も適している時期
に作るため、使う農薬量も少なくなると
いわれています。
　地球温暖化や環境破壊の影響で、その
栄養価は少しずつ減少しているといわれ
る中、安心にかつ、その栄養をより多く
摂るために、生産者や育てられた環境が
見える地元の旬の食材を上手に買い求
め、健康的な食生活を目指しましょう。

「前日に捕った新鮮な魚をいけすで運
んで来ています。たくさんの人に買っ
ていただけたらうれしいです」

１

２

普段は市場に卸している野菜や果物を直売。「よ
うけ買ったけど、一回持って帰ってからまた来
よかな」と話すお客さんの声が聞こえてきた。

「おいしい、おいしい」柏原産の採れたてみかん
を頬張る皆さん。

「露
ろ じ

地栽培で作るため、自然そのまま
の味」という本郷ふれあい朝市の野菜。

旬の野菜・地元の野菜の
良いところは？

［管理栄養士さんに聞きました］

Q 
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　　  地元のお店と触れ合うのも、ええもんだ。
　出店ブースの大半は、柏原市内にある企業や商店。食品、雑貨、衣料品
など業種はさまざまだ。中には大阪府が認定する大阪産（もん）に登録さ
れる商品もあり、会場内のブースをまわると地元の特産や新しい取り組み
を知る機会にもなる。気に入ったお店が見つかれば、気軽に店舗へ買いに
行けるのも地元ならではの魅力だ。

３

　　 買って、食べて、広めて地域の応援を。
　このイベントをきっかけに、「市民の方にもっと地元のお店と商
品を知ってもらいたい」「国道 25 号を走る市外のドライバーに道の
駅のような感覚で寄ってもらい、柏原の知名度を上げる取り組みに
したい」というのが主催者・柏原市商工会の想いでもある。イベン
トに参加して商品を買ったり、知人に紹介したりすれば、地元の生
産者を応援でき地場産業の活性化にもつながる。

４

③買ってその場ですぐに食べられる食事エリアも
あり。④感謝の気持ちを込めて、今回は買い物を
されたお客さんに抽選会を開催。

　次回の「とくとくトラック市」
については、詳細が決まり次第、
市ウェブサイトや広報誌などでお
知らせします。ご期待ください！

出店者一覧（五十音順）　アンジュブラン、泉佐野漁港、岡崎商店、
御菓子司かつら屋、岡村製油株式会社、傘こばやし、さくらコレク
ション、サンヒル柏原、JA 大阪中河内畑のつづき柏原店、商工会
女性部、商工会青年部、シルバー人材センター、多田米穀店、タナ
ベベビーハウス、寺田園茶舗、ハッピー、福井商店、本郷ふれあい
朝市、三浦農園、藪下農園、株式会社ヤマサ食品、吉田農園

①綿実油を使った天ぷらの試食を提供されていた岡村製油株式会社。　②お茶の試飲・
販売や、あられ・かりんとうなどのお茶に合うお菓子を販売されていた寺田園茶舗。

多田米穀店

サンヒル柏原

①

傘こばやし

さくらコレクション

②

③

④
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うちの
　逸品

うちの
　逸品

地
域
の
特
産
品
を
使
っ
て

御菓子司かつら屋
柏原店
☎ 072-973-0620

 住 柏原市清州 1-3-20   

 営 9:00 ～ 19:00

 休 火曜日

　

今
回
で
ト
ラ
ッ
ク
市
へ
２
回
目
の
参
加
と
な
る

「
御
菓
子
司
か
つ
ら
屋
」
は
、
昨
年
で
創
業
50
年
を

迎
え
た
オ
ガ
タ
通
り
に
あ
る
老
舗
の
和
菓
子
店
。
ぶ

ど
う
大
福
や
、
い
ち
じ
く
パ
イ
な
ど
河
内
地
域
の
特

産
品
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
」「
い
ち
じ
く
」
を
使
っ
た

菓
子
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
代
表
取
締
役
の

奥
田
さ
ん
は
、「
地
域
の
食
材
を
使
う
こ
と
で
、
地

場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
果
物
に
限
ら
ず
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
お
菓
子

作
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

“
一
丁
懸
命
”
を
合
言
葉
に

株式会社ヤマサ食品
☎ 072-976-2888

 住 柏原市国分東条町

25-1  営 9:00 ～ 19:00

 休 日曜日

本格田舎とうふ
材料には国産大豆、塩田にがりを使用
し、木綿豆腐の間にざる豆腐を挟み込
んで、新しい食感を生み出したヤマサ
食品のこだわりが詰まった豆腐。

河内もなか
ぶどうの葉をモチーフにした見た目
で、中身には白あんと干しぶどうを使
用し、大阪産（もん）名品にも登録さ
れているかつら屋自慢の一品。

　

豆
腐
・
厚
揚
げ
・
が
ん
も
ど
き
な
ど
を
作
っ
て
い

る
食
品
メ
ー
カ
ー
。一
丁
ず
つ
懸
命
に
作
る
こ
と“
一

丁
懸
命
”
を
合
言
葉
に
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
豆
腐

作
り
を
し
て
い
る
。「
手
作
り
が
ん
も（
写
真
右
上
）」

の
具
材
（
し
い
た
け
・
に
ん
じ
ん
・
ぎ
ん
な
ん
な
ど
）

に
は
、
全
て
国
産
を
使
用
。
具
材
も
大
き
く
、
風
味

を
存
分
に
楽
し
め
る
。「
普
段
は
、
ス
ー
パ
ー
や
学

校
な
ど
に
商
品
を
卸
し
て
い
ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
市
は
、

直
接
、
お
客
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
」
と
代
表
取
締
役
の
折
戸
さ
ん
。

出店者を訪ねてみました



うちの
　逸品

河内ワインカステラ
生地にカタシモワインフードの白ワイ
ンを練りこみ、ふっくらと焼きあげた
後、さらにワインを炊いたシロップで
風味付け。帰省のお土産などにも人気。

“
地
元
好
み
”
を
大
切
に

アンジュ・ブラン
洋菓子店
☎ 072-973-1010

 住 柏原市法善寺 4-2-21  

 営 10:00 ～ 20:00

 休 なし

　

平
日
昼
間
の
取
材
時
も
、
お
客
さ
ん
が
途
切
れ
な

い
人
気
ぶ
り
だ
。３
人
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
つ
く
る
ケ
ー

キ
と
焼
き
菓
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
20
種
類
以
上
と
豊
富

で
、
特
注
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
大

西
さ
ん
は
「
地
元
の
方
の
好
み
に
合
わ
せ
た
い
。
最

近
は
甘
さ
控
え
め
」
と
話
す
。「
市
内
で
は
ま
だ
ま
だ

う
ち
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
」
と
、
ト
ラ
ッ
ク
市
に

は
こ
れ
ま
で
毎
回
参
加
。
常
連
さ
ん
の
声
に
応
え
て

価
格
を
通
常
よ
り
お
得
に
し
、
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
を

渡
す
な
ど
新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
期
待
す
る
。

柏
原
の
甘
～
い
み
か
ん
、
ど
う
ぞ

吉田農園
☎ 072-977-7234

 住 柏原市国分東条町

20-19

　
「
み
か
ん
は
、
愛
媛
や
和
歌
山
な
ど
の
産
地
が
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
確
立
し
て
い
て
有
名
。
で
も
、
柏
原

産
も
味
で
は
決
し
て
負
け
な
い
」
と
吉
田
さ
ん
は
話

す
。
ト
ラ
ッ
ク
市
で
の
試
食
も
「
甘
い
、美
味
し
い
」

と
好
評
で
、
持
っ
て
き
た
商
品
は
完
売
。
中
に
は
、

買
っ
て
帰
っ
た
ら
美
味
し
か
っ
た
の
で
追
加
で
買
い

に
来
た
と
い
う
方
も
い
た
そ
う
。

　
「
当
園
は
直
売
な
ど
の
販
売
店
舗
が
無
い
た
め
、

普
段
は
中
央
卸
売
市
場
に
出
荷
し
て
い
る
が
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
が
な
い
せ
い
も
あ
り
、
取
引
値
段
が
安
く

て
採
算
が
合
わ
な
い
の
が
実
情
」
と
語
る
一
方
で
、

ト
ラ
ッ
ク
市
の
よ
う
に
直
接
消
費
者
と
取
引
で
き
る

機
会
は
、
つ
く
り
手
の
喜
び
を
実
感
す
る
場
で
も
あ

る
と
い
う
。「
樹
上
完
熟
さ
せ
た
、
甘
～
い
み
か
ん

を
皆
さ
ま
に
定
期
的
に
お
届
け
で
き
る
機
会
が
あ
れ

ば
う
れ
し
い
」。

出店者を訪ねてみました

特集 3  教育のイマドキ！

うちの
　逸品

10



EDUCATI   N

テーマは「学校の中に塾を」。早く問題が解けた
生徒は他の生徒を教えるスタイルで、あえて学校
の授業とは別空間という雰囲気を大切にしてい
ます。普段は「教えられる立場」の生徒が、ここ
では「教える立場」になる機会も多いので、解く
楽しさを感じてやる気につながればうれしい。

活動時間外にも、宿題の採点や
毎週ミーティングを行い指導案
を作成するなど、きめ細やかな
児童の支援に励む学習指導員。

◆ 塾 講 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

「小学生のころに学校を休んでから、分からなくなって
いた基礎的な計算が理解できた」と成長を喜ぶ生徒も。

中学 3 年生を対象に、民間の塾講師がグループワーク中心
の数学の補習を行っている。講師陣は、有名塾や予備校など
での指導経験を持つ。参加する生徒は「少人数で分かりやす
い。教え合いができるので解くのが楽しい」と話した。
　　　市内 4 中学校で授業時間外（朝・放課後）に週 1 回実施

市内の教育現場では、小中学生の学力向上に向けて
次々に特色ある取り組みを行っています。

産学官の連携や幼小中一貫教育による
相乗効果も期待される、今どきの教育をご紹介します。

教師や臨床心理士などを目指す大阪教育大学・関西福祉科学大学の学生
や地域ボランティアが、学習指導員として小学生の自主学習を支援して
いる。宿題のサポートを中心に、オリジナルの授業や異学年の児童らが
一緒に遊びを楽しむ時間を設けるなど、コミュニケーション能力向上に
も取り組んでいる。　 市内全小学校で放課後に週 1 ～ 3 回実施

小学校の外国語活動の推進と中学
校の英語教育の充実のため、各中
学校区に１人ずつ外国語指導助手

（ALT）を配置。小中学生の英語
の授業をサポートしている。

特集 3  教育のイマドキ！

中学 3 年生の受験対策講習

小中学校の英語教育

スタディ・アフター・スクール（SAS）

NEW
平成 26 年
スタート

岡賀　武司さん

民間の塾講師を
活用！

大学生が
放課後学習支援

！

ネイティブの　　先生が指導！
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平
成
18
年
に
内
閣
府
の
『
生
き
る
学
力
育
成
』
小
中
一
貫
教
育
特
区
に
認

定
さ
れ
て
以
来
、
現
在
は
市
内
全
域
で
実
施
し
て
い
る
幼
小
中
一
貫
教
育

の
現
状
と
は
。
小
中
学
生
の
合
同
行
事
を
取
材
し
ま
し
た
。

12

言
っ
た
。
み
ん
な
で
一
斉
に
息
を

止
め
る
。「
１
、２
、３
…
ほ
ら
、

歴
史
が
で
き
た
！
今
日
は
、
息
を

止
め
た
日
」。
児
童
た
ち
は
顔
を

見
合
わ
せ
て
大
笑
い
し
た
。

　

別
の
授
業
で
は
、
小
中
学
生
が

間
接
的
に
交
流
す
る
一
幕
も
。「
ク

ラ
ブ
活
動
が
大
変
そ
う
」「
図
書

室
の
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
」

な
ど
児
童
か
ら
中
学
校
へ
の
イ

メ
ー
ジ
を
聞
い
た
後
、
先
生
は
あ

ら
か
じ
め
撮
影
し
て
い
た
中
学
生

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
映
像
を

流
し
た
。「
部
活
は
大
変
な
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
仲

間
と
の
毎
日
の
練
習
が
試
合
の
結

果
に
つ
な
が
る
と
う
れ
し
い

よ
！
」。
思
わ
ぬ
先
輩
か
ら
の
返

事
を
、
笑
顔
で
見
つ
め
る
児
童
た

ち
。
授
業
後
に
は「
楽
し
か
っ
た
」

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
り
た
い
」

な
ど
と
話
し
、
中
学
校
生
活
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

中学生からのビデオレターを見る児童

　

社
会
の
授
業
で
は
、「
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
、
記
録
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
。
教
材
に
は
児
童

の
関
心
に
合
わ
せ
て
、
人
気
漫
画

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
活
用
さ
れ
た
。

小
学
生
の
主
人
公
が
、
タ
イ
ム
マ

シ
ー
ン
に
乗
っ
て
自
分
の
生
ま
れ

た
時
の
様
子
を
見
に
行
く
話
だ
。

　
「
み
ん
な
も
自
分
の
誕
生
日
を

振
り
返
っ
て
み
よ
う
」。
児
童
た

ち
は
、
生
ま
れ
た
年
の
主
な
出
来

事
が
分
か
る
資
料
を
使
っ
て
調
べ

始
め
た
。「
あ
な
た
の
誕
生
日
は

何
の
日
？
」「
銀
行
が
合
併
し
た

日
」。
先
生
の
質
問
に
児
童
が
答

え
る
た
び
に
、「
お
ー
」
と
歓
声

が
上
が
る
。
歴
史
を
知
る
と
、
特

別
な
１
日
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。

　

授
業
の
終
盤
、
先
生
は
「
今
、

き
み
た
ち
も
歴
史
を
作
っ
て
い

る
。
3
秒
息
を
止
め
て
み
て
」
と

先
生
や
先
輩
と
笑
顔
の
交
流

　

堅
下
南
小
学
校
（
南
小
）
と
堅

下
南
中
学
校
（
南
中
）
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
小
学
６
年
生
の
中
学

１
日
体
験
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

授
業
の
一
部
で
は
な
く
丸
一
日
の

体
験
学
習
は
、
市
内
で
同
校
区
の

み
。
学
力
向
上
や
中
学
校
生
活
に

な
じ
め
ず
、
不
登
校
な
ど
に
な
る

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
へ
の
効
果
を

期
待
す
る
取
り
組
み
の
１
つ
だ
。

　

こ
の
日
、
南
小
６
年
生
の
83
人

は
、
校
外
学
習
に
出
か
け
た
南
中

2
年
生
の
教
室
を
利
用
し
て
、
1

～
5
時
間
目
ま
で
中
学
校
生
活
を

体
験
し
た
。
授
業
は
南
中
の
教
諭

が
行
い
、
南
小
の
教
諭
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
両
校
は
、
小
中
の
垣
根

を
越
え
て
準
備
を
し
て
き
た
。社会、国語、保健、数学、

技術 ・ 家庭科を体験

6
年
生
が
中
学
校
を
体
験

給食の時間に先輩とにっこり挨拶

教
育
の
イ
マ
ド
キ
!

新生活にワクワク
中学校に通う楽しみ見つけた！

入学前に心の準備を
堅下南小学校　 堅下南中学校

幼小中
一貫教育
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先
生
は
、「
同
じ
学
区
の
中
学
生

と
接
す
る
こ
と
で
、
児
童
た
ち
に

と
っ
て
は
入
学
後
の
イ
メ
ー
ジ
に

も
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

　

有
志
に
よ
る
30
人
の
生
徒
の
協

力
も
得
て
、
3
日
間
で
１
０
8
個

の
座
布
団
を
仕
上
げ
た
。
1
個
ず

つ
学
校
名
を
記
し
た
タ
グ
も
縫
い

付
け
る
。
こ
れ
を
見
た
市
民
の
方

か
ら
、
毎
年
学
校
に
御
礼
の
手
紙

が
届
く
と
い
う
。

　

準
備
か
ら
製
作
、
設
置
ま
で
座

布
団
づ
く
り
の
全
般
を
担
う
国
中

の
生
徒
会
メ
ン
バ
ー
は
、「
座
っ

た
時
に
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
細
か
く
縫
っ
て
い
ま
す
」

「
座
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
う
れ
し
い
。
丹
精
込
め
て
つ

く
っ
た
座
布
団
を
ぜ
ひ
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
座
布
団
は
、
12
月
下
旬
か

ら
3
月
上
旬
ま
で
、
近
鉄
河
内
国

分
駅
の
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
る
。

の
放
課
後
、
国
中
の
生
徒
会
メ
ン

バ
ー
が
布
や
綿
な
ど
の
材
料
を

持
っ
て
各
小
学
校
を
訪
ね
た
。
児

童
た
ち
は
、
手
際
の
良
い
中
学
生

の
先
輩
か
ら
作
り
方
を
習
う
。
布

を
三
方
縫
い
合
わ
せ
る
。
ス
ポ
ン

ジ
を
入
れ
る
。
紐
を
付
け
、
残
り

の
一
方
を
縫
い
合
わ
せ
る
…
裁
縫

は
小
学
校
の
家
庭
科
の
授
業
で
も

行
う
が
、慣
れ
な
い
作
業
だ
。「
並

縫
い
は
分
か
り
ま
す
か
？
」「
玉

止
め
は
で
き
ま
す
か
？
」
先
輩
が

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が

ら
完
成
さ
せ
る
。

こ
の
取
り
組
み
を

担
当
す
る
国
中
の

近鉄河内国分駅での設置作業

　

冬
に
な
る
と
、
近
鉄
河
内
国
分

駅
の
ベ
ン
チ
に
敷
か
れ
る
手
作
り

の
座
布
団
が
、
電
車
の
待
ち
時
間

の
寒
さ
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
。
座

布
団
を
製
作
し
、寄
贈
す
る
の
は
、

国
分
中
学
校
（
国
中
）
の
生
徒
と

国
分
小
学
校
・
国
分
東
小
学
校
の

児
童
た
ち
だ
。
も
と
も
と
国
中
が

地
域
の
た
め
に
行
っ
て
い
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
平
成
25
年
か

ら
は
同
学
区
の
小
学
校
児
童
会
と

合
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
針
で
手
を
刺
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
ね
」。
12
月
下
旬国分東小学校での製作風景

贈
り
物
が
結
ぶ
心
の
交
流

使
っ
て
く
だ
さ
い
！

丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
座
布
団

地域とのつながりを育む
国分小学校・国分東小学校　 国分中学校
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幼児期から中学校まで一貫して子どもを
見ることで ､ よりきめ細かい手だてがで
きるようになりました ｡ また、子ども同
士の交流が増えることで ､ つながりや活

躍の場が増えたり、次の学校で
の不安が減ったりしています。

幼小中一貫教育の
良い点は？

教えてくれた人

教育委員会

指導課　指導主事

津田 亮

市内 6 中学校区がそれぞれ幼児・児童・
生徒による合同行事や幼小中教員の会議、
地域や保護者との連携強化に向けたさまざ
まな取り組みを実施しています。以下はそ
の一例です。

具体的にどんな
取り組みをしているの？

現在、市内全域で実施されている「幼小中一貫
教育」って、一体どんな教育？素朴な疑問や具
体的な取り組みについて聞きました。

小中３校の教職員が生徒指導
上の課題を発表・交流。事例を
もとに、解決に向けた集団づく
りを考え、共通理解を図る。

校区内の「絆」を深める取り組
みとして、八尾土木事務所の協
力を得て、幼小中毎に毎年ボー
ドを作製して歩道に設置する。

中学校リーダーと小学校児童会
が、グループでひとつのテーマ
について１日かけて話し合い、
交流を深める。

南小 3 年生と南中 2 年生を対
象として、バーベキューやレク
リエーションを中心に楽しく
交流する。

中学生が、2 つの小学校の４～
６年生に指導するクラブ交流。
中 1 ギャップを解消し、中学
校生活への期待を高める。

あいさつの大切さや素晴らし
さを確認し合い、心の通い合っ
た地域づくりを進めるため、小
中合同であいさつ運動を行う。

柏原中学校区３校合同研修会

かけはしロード

リーダー研修会

小中合同遠足

小中クラブ交流

小中あいさつ運動

柏原中学校区

堅上中学校区

玉手中学校区堅下北中学校区

堅下南中学校区 国分中学校区

教
育
の
イ
マ
ド
キ
!
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共有

目指す子ども像、
教育目標、指導内容、方法

推進

推進

校区の特性に則した
特色ある教育活動

小中教員の乗り入れ授業・研修、
児童・生徒の交流、
合同行事など

幼児・児童の交流、
合同行事など

育ちの目標に則した
生活と学びのカリキュラム

小学校
での教育

中学校
での教育

幼児期
での教育

【中 1ギャップの未然防止】

【小1プロブレムの未然防止】

一緒の校舎で勉強はしませんが ､ 小学校と
中学校の先生が互いの学校を行き来して授
業を行ったり、時には児童と生徒が行き来
したり ､ 一緒に体育大会や校外学習といっ
た行事に参加するなどしています ｡

小学生と中学生は
一緒の校舎で勉強するの？他県や大阪府の

取り組み状況は？
現在分かっているだけで全国の 12％の
市区町村が小中一貫教育を実施していま
す ｡ また、大阪府下でも、柏原市の他に
箕面市、寝屋川市、大阪市 ､ 堺市などが
独自で取り組みを進めています。

幼小中一貫教育といっても、学
習内容は学習指導要領に沿って
日々の教育活動を行っているた
め ､ 柏原市から市外へ転校して
も状況はあまり変わ
らず、心配はありま
せん。

市外に転校した場合、
学習内容に心配はない？

自分あんじょう＜自
己実現＞

相手あんじょう＜思
いやり＞ 社会あんじょう＜社

会貢献＞

自分大好き、

何でもチャレンジ、

夢を語れる「かしわらっ子」

自分の思いが言える、

仲間の思いが聞ける

「かしわらっ子」

郷土柏原を愛し、

地域・社会に貢献できる

「かしわらっ子」
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ふるさと納税

柏原

えらべるおいしいプレゼントあります。
特産品
続々登場！

広
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欄
▼

寄附いただいた方には、感謝の気持ちとして記念品をお贈りします。
※市内協力企業も募集中。詳しくは右記まで。

問合せ　企画調整課 ☎ 971-1000

 柏原市　ふるさと納税  検索

Facebook
柏原市公式ページ

https://www.facebook.com/kashiwara.city

いいね！柏原

市の魅力やニュースを、写真中心に分かりやすく発信！


